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倍濃縮液のスクロースに対する作用持続時間は 110 分であり、アカルボースの 1 錠（1 回
摂取量）と同等の作用持続時間を得るためには 1回飲用量 2.2Lが必要であると算出された。








【第 2 部第 1 章】 










骨下静脈中 TG 濃度および NEFA 濃度を測定した。その結果、血中 TG および NEFA 濃度は脂
肪乳剤の投与速度、すなわち脂肪の投与量に応じて増加したことから、消化管からの脂質
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肪乳剤投与後の血中 TG 濃度および NEFA 濃度の変化を測定した。その結果、ペクチンの投









【第 2 部第 2 章】 





































































なお平成 26 年 1 月 22 日に行われた公聴会においては多くの質疑に適切に答弁し、本申
請者の研究者としての能力は博士学位取得レベルに達したものであると判断された。以上
の結果から、当該博士学位申請者に対する博士の学位授与は十分にふさわしいものと認め
る。 
